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山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
を
５
か
年
計
画
と
し

て
旗
を
挙
げ
、
余
す
と
こ
ろ
１
年
半
に
迫
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

全
国
で
１
０
０
万
人
、
山
口
県
で
は
１
万
人
と
い
う

目
標
で
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で
す
が
、
現
時
点
で
は
悲
し

い
か
な
程
遠
い
数
字
で
す
。
で
も
会
員
同
士
が
諸
々
の

知
恵
を
絞
り
、
一
生
懸
命
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

は
感
謝
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
に
な
っ
て
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。「
何
故
目
標
数
を
全
国
で
１
０
０
万
人
、

山
口
県
は
１
万
人
と
い
う
数
字
に
な
っ
た
の
か
？
積
算

根
基
が
解
ら
ん
!!
」
こ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
胸
が
痛
く
な

り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
会
員
の
皆
様
に
詳
し
く
説
明
す

れ
ば
良
か
っ
た
と
大
い
に
反
省
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

再
度
お
知
ら
せ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
数
の
査
定
は
、
平
成
10
年
の
時
、
全
国
で
は

８
８
７
万
人
で
し
た
が
、
平
成
25
年
で
は
６
５
０
万
人

に
減
っ
て
き
た
訳
で
す
。
そ
の
差
が
２
３
０
万
人
、
で

も
こ
の
数
字
そ
の
ま
ま
を
目
標
数
字
に
す
る
と
莫
大
な

数
字
で
無
理
だ
と
考
え
ら
れ
、
半
分
の
約
１
０
０
万
人

が
全
国
数
字
に
決
定
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
県
も
同
様
に
計
算
し
割
り
出
さ
れ
、
山
口
県
は

１
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
人
数
が
少
な
く
な
れ
ば
、
超
高
齢
社
会
と
い

わ
れ
る
今
日
に
お
い
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生
の

最
後
ま
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
消
え
、医
療
や
介
護
等
、

生
活
支
援
や
包
括
的
な
こ
と
を
確
保
し
た
り
、
行
政
に

も
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
り
、

歴
史
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
が
崩
壊
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

今
、会
員
を
増
や
し
て
、設
立
当
時
か
ら
の
テ
ー
マ「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
忘
れ
ず
、
皆
さ
ん
と
共
に
肝
に

命
じ
て
前
進
せ
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
さ
ぁ
！
」
残

す
日
は
あ
と
僅
か

で
す
。
全
員
で
目

標
を
達
成
す
る
よ

う
、
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て

一
般
財
団
法
人　

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

西　

川　

三
代
子

【山口県全体での増強目標の進捗状況】

30年目標数 25年 26年 27年 28年 29年
会員数(人) 74,294 64,324 61,194 58,100 55,203 52,912
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・
今
津
寿
会
（
岩
国
市
）

　

・
大
林
寺
高
齢
者
倶
楽
部
（
防
府
市
）

　

・
奈
古
第
８
寿
齢
ク
ラ
ブ
（
阿
武
町
）

　

・
小
鯖
豊
寿
連
合
会
（
山
口
市
）

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

・
西
川　

三
代
子
（
宇
部
市
）

　

・
西
本　

信
男
（
周
防
大
島
町
）

●
特
別
功
労
者

　

・
松
尾　

豊
（
宇
部
市
）

　

・
米
藤　

ふ
じ
子
（
宇
部
市
）

　

・
平
田　

武
（
山
陽
小
野
田
市
）

●
一
般
功
労
者

　

・
上
田　

和
彦
（
宇
部
市
）

　

・
馬
越　

睦
子
（
宇
部
市
）

●
育
成
功
労
表
彰

　

・
藤
村　
　

勉
（
山
口
市
）

●
優
良
単
位
ク
ラ
ブ
表
彰

　

・
中
村
町
寿
会
（
光
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

・
宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
育
成
功
労
表
彰

　

・
西
川
三
代
子
（
宇
部
市
）

　

・
山
本　

富
男
（
美
祢
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

・
篠
生
寿
会
第
５
ク
ラ
ブ
（
山
口
市
）

　

・
周
防
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
光
市
）

●
永
年
勤
続
表
彰

　

・
山
本　

貴
子
（
山
口
市
）

平
成
29
年
度

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平
成
29
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

平
成
29
年
度　

活
動
賞

　

・
大
田　

卓
造
（
宇
部
市
）

　

・
蔵
藤
百
合
雄
（
宇
部
市
）

　

・
新
村　

皓
平
（
宇
部
市
）

　

・
末
永
キ
ク
エ
（
宇
部
市
）

　

・
高
山　

秀
光
（
宇
部
市
）

　

・
谷
藤　

晴
夫
（
宇
部
市
）

　

・
西
村　

幹
治
（
宇
部
市
）

　

・
広
田　

鏡
子
（
宇
部
市
）

　

・
森
尾　

良
人
（
宇
部
市
）

　

・
山
﨑　
　

篤
（
宇
部
市
）

　

・
相
本　

博
靖
（
下
松
市
）

　

・
磯
村　

寿
夫
（
下
松
市
）

　

・
藤
井　
　

悟
（
下
松
市
）

　

・
三
吉　
　

武
（
下
松
市
）

　

・
六
反　

弘
道
（
下
松
市
）

　

・
林　

千
人
世
（
岩
国
市
）

　

・
橋
本　

眞
一
（
光
市
）

　

・
小
松
尾
和
子
（
柳
井
市
）

　

・
宗
里　
　

勝
（
柳
井
市
）

　

・
笹
村　

治
美
（
美
祢
市
）

　

・
坪
内　

安
子
（
美
祢
市
）

　

・
山
本　
　

泉
（
美
祢
市
）

　

・
生
田　

喜
夫
（
周
南
市
）

　

・
藏
永　

節
夫
（
周
南
市
）

　

・
佐
藤　

一
江
（
周
南
市
）

　

・
出
島　

俊
二
（
周
南
市
）

　

・
出
島
マ
ス
ヨ
（
周
南
市
）

　

・
徳
原　

雅
士
（
周
南
市
）

　

・
藤
井　

睦
夫
（
周
南
市
）

　

・
水
井　

貴
士
（
周
南
市
）

　

・
宮
田　

征
雄
（
周
南
市
）

　

・
山
中　
　

健
（
周
南
市
）

　

・
山
本　

勝
之
（
周
南
市
）

　

・
石
本　

公
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
植
田
智
津
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
地
家　

悦
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
名
和
田
美
枝
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
藤
満　

良
克
（
田
布
施
町
）

　

・
三
澤　

勝
代
（
田
布
施
町
）

　

・
山
本　

幸
男
（
田
布
施
町
）

　

・
米
本　

敏
夫
（
田
布
施
町
）

　

・
水
津　

初
江
（
阿
武
町
）

　

・
野
村　

定
夫
（
阿
武
町
）

　

・ 

防
府
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　

　

勝
間
支
部　

鋳
物
師
福
寿
会

●
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

　

・
西
川　

三
代
子
（
宇
部
市
）

 

（
敬
称
略
）

平
成
29
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

第
67
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

県
知
事
表
彰

平
成
29
年
度

山
口
県
女
性
活
躍
推
進
知
事
表
彰

平
成
29
年
度

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

1
万
人
会
員
増
強
運
動
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平
成
29
年
度

 
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

活
動
賞

 

阿
武
町　

奈な

古ご

第だ
い

８は
ち

寿じ
ゅ

齢れ
い

ク
ラ
ブ　
（
平
成
２
年
５
月
結
成
）

Ｑ　
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　
毎
月
３
回
サ
ロ
ン
「
い
こ
い
会
」
を
開
催
し
、
参
加
者
の
血
圧
・
体
重
を
個

別
に
記
録
し
て
健
康
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
に
は
「
に
こ
に
こ
百
歳
体
操
」
の
映
像
を
流
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
第
１
・
３
日
曜
日
に
２
時
間
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
練
習
を
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
２
時
間
行
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
約
10
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
開
催
さ
れ
る
、
行
政
や

社
協
に
よ
る
季
節
に
あ
っ
た
出
前

講
座
（
健
康
講
座
）
も
人
気
で
す
。

Ｑ 　
取
組
の
成
果
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　
サ
ロ
ン
は
10
年
以
上
経
ち
、

以
前
は
受
け
る
一
方
だ
っ
た
参
加

者
が
、
今
で
は
自
主
的
に
活
動
を

手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
参
加
者
の

意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
サ
ロ
ン

活
動
や
講
座
を
聞
く
こ
と
で
、「
自

分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
」

と
い
う
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
活
動
部
門

 

山
口
市　

小お

鯖さ
ば

豊ほ
う

寿じ
ゅ

連れ
ん

合ご
う

会か
い　

（
昭
和
57
年
４
月
結
成
）

Ｑ　
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　
地
元
山
口
市
立
小
鯖
小
学
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
竹
馬
大
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
主
体
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
児
童
全
員
が
自
分
の
竹
馬
（
マ
イ
竹

馬
）
を
持
て
る
よ
う
に
冬
休
み
に
地
域
の
竹
林
に
親
子
で
行
き
、
竹
を
切
る
作
業
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
大
会
当
日
ま
で
に
全
員
が
竹
馬
に
乗
れ
る
よ
う
に
、
毎
年
１
月
に

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
乗
れ
る
ま
で
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
大
会

当
日
は
、
壊
れ
た
竹
馬
の
修
理

等
、
裏
方
役
と
し
て
協
力
し
て

い
ま
す
。

Ｑ 　
取
組
の
成
果
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　
竹
馬
大
会
に
関
わ
る
こ

と
で
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
、

絆
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
高
齢

者
の
立
場
で
地
元
小
鯖
の
地
域

づ
く
り
に
貢
献
が
で
き
て
い
ま

す
。
会
員
相
互
の
親
睦
・
連
帯
・

健
康
増
進
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

健康教室→

竹馬大会

◎
活
動
賞
と
は

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
、
特
に
他
の
範
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
単
位
ク
ラ
ブ
及
び
連
合
会
に
対
し
て
贈
呈
し
ま
す
。
こ
の
賞
の
贈
呈
を
と
お
し
て
、
全

国
的
な
優
良
事
例
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

一
層
の
発
展
に
向
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

活
動
内
容
に
は「
健
康
づ
く
り
活
動
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
そ
の
他
の
活
動
」が
あ
り
ま
す
。

←カラオケ教室
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平
成
29
年
度  

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

★
「
卓
球
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
会
員
増
強
!!

 

岩
国
市　

今い
ま

津づ

寿
こ
と
ぶ
き

会か
い　

（
平
成
10
年
４
月
結
成
）

Ｑ　
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ　
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
市
老
連
ク
ラ
ブ
活
動

に
卓
球
ク
ラ
ブ
が
な
い
こ
と
に
も
着
目
し
、
手
短
に
で
き
る
卓
球
ク
ラ
ブ
を
始
め
ま

し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
入
会
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
28
年
度

は
、
卓
球
ク
ラ
ブ
に
16
人
が
入
会
し
、
全
員
が
今
津
寿
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

Ｑ　
気
を
つ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
特
別
な
指
導
者
は
作
ら
ず
、
自
由
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
試
合
を
め
ざ
し
た
こ
と
も
、
活
性
化

に
繋
が
り
ま
し
た
。
生
活
支
援
や

介
護
予
防
と
し
て
、
語
り
合
え
る

時
間
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

Ｑ 　
取
組
の
成
果
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
12
時
の
レ
ッ
ス
ン
に
は
、
会

員
の
90
％
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

卓
球
を
通
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
の
良
さ
を
紹
介
し
た
こ
と
も
、

会
員
増
強
に
繋
が
り
ま
し
た
。

★
会
報
「
い
き
い
き
大
林
寺
」
を
発
行
し
、
会
員
増
強
!!

 

防
府
市　

大だ
い

林り
ん

寺じ

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

倶く

楽ら

部ぶ

（
平
成
23
年
５
月
結
成
）

Ｑ　
会
報
を
作
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ　
ク
ラ
ブ
や
公
民
館
等
の
行
事
を
会
員
に
知
ら
せ
て
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

毎
月
の
会
報
「
い
き
い
き
大
林
寺
」
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。
自
治
会
・
公
民
館
等

へ
も
掲
示
し
て
情
報
発
信
し
、
楽
し
く
意
義
の
あ
る
多
彩
な
行
事
を
企
画
実
施
し
ま

し
た
。

Ｑ　
気
を
つ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
会
報
を
配
る
と
き
は
、
会
話
し
な
が
ら
手
渡
し
で
配
布
し
ま
し
た
。
入
会
時

の
心
理
的
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
年
会
費
を
低
く
設
定
し
、
必
要
経
費
は
、
行

事
を
実
施
す
る
と
き
に
徴
収
し
ま
し
た
。
毎
年
、
会
員
加
入
案
内
を
自
治
会
全
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

Ｑ 　
取
組
の
成
果
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ　
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
地
区
に
、

新
し
く
老
人
ク
ラ
ブ
が
出
来
、
年
々

会
員
の
増
強
を
果
た
し
て
き
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
活
動
賞
受
賞
を

は
ず
み
に
会
員
が
増
え
、
今
年
度
よ

り
第
２
ク
ラ
ブ
を
発
足
し
、
よ
り
充

実
し
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

桑山ごみ拾いウォーキング

◎
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
と
は

　

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
26
年
か
ら
５
年
計
画
で
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
」
は
活
動
賞
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
運
動
の
年
次
（
ま

た
は
最
終
）
目
標
を
達
成
し
た
単
位
ク
ラ
ブ
及
び
連
合
会
に
対
し
贈
呈
し
ま
す
。

　

こ
の
賞
の
贈
呈
を
と
お
し
て
、
運
動
の
意
欲
を
高
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
発
展
に

向
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

実
施
年
度
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
（
５
年
間
）
※
会
員
増
強
運
動
期
間
は
（
平

成
26
年
度
か
ら
30
年
度
）
の
１
年
後
。

楽しい卓球クラブ
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シニア活躍！ 地域支援担い手育成事業
～これまでの老人クラブ活動を新地域支援事業にいかそう～
　本事業では、老人クラブがこれまで取り組んできた友愛活動を生かして、新地域支援事業で求め
られている※介護予防・生活支援サービスの担い手として、老人クラブが参画することを目標とし
ています。

※新地域支援事業で求められる「介護予防・生活支援サービス」の具体例
「多様な通いの場」
●交流サロン・喫茶室　●趣味サークル　●健康教室　●介護予防教室　など

「多様な生活支援」
●声かけ　●安否確認（電話訪問）　●見守り　●話し相手　●付添い（通院・買物・墓参・サロンやクラブ活動場所などへの同行）
●軽作業（電球・電池交換、重量物や高所物の移動、雑草刈り、簡単な家の補修　など）　●家事手伝い（掃除、窓拭き、ごみ出し、
布団干し　など）　●買い物や諸手続き代行　●配食　　など

新規事業

　

わ
が
地
域
（
ま
ち
）、
わ
が
ク
ラ
ブ
で
新
地
域

支
援
事
業
を
実
践
し
よ
う
！
と
、
本
事
業
の
実
施
を

希
望
す
る
モ
デ
ル
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
県
長
寿
社
会
課
と

協
議
を
行
い
、
次
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
モ
デ
ル
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

取
組
①

実
践
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
募
集
・
選
定

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
が
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
進
め
、
わ
が
地
域
（
ま
ち
）
な
ら
で

は
の
実
践
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

【
実
践
モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
取
組
予
定
内
容
】

　

〇 

サ
ロ
ン
活
動
及
び
健
康
教
室
の
充
実 

な
ど
（
北

迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会
）

　

〇 

日
常
的
な
環
境
美
化
活
動 

な
ど
（
小
羽
山
第
二

親
寿
会
）

　

〇 

「
多
様
な
通
い
の
場
」づ
く
り
・「
民
踊
健
康
教
室
」

の
実
施 

な
ど
（
西
部
第
一
寿
会
）

　

〇 

「
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
手
助
け
を

要
す
る
人
へ
の
支
援 

な
ど
（
佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
）

　

〇 

独
居
高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

な

ど
（
湯
野
寿
会
）

　

な
お
、
実
践
モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
の
詳
し
い
活
動
内

容
は
、
次
号
で
紹
介
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

取
組
②

実
践
モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
活
動

実践モデルクラブ連合会 実践モデル老人クラブ

宇部市老人クラブ連合会

北迫新町やすらぎ会

小羽山第二親寿会

西部第一寿会

萩市老人クラブ連合会 佐々並寿クラブ

周南市老人クラブ連合会 湯野寿会
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新
地
域
支
援
事
業
で
求
め
ら
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

割
や
活
動
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
の
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
で
存
在
感
を
発
揮
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
山
口
県
、（
一
財
）
山
口
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
講
座
は
、「
実
践
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

で
あ
る
宇
部
市
、
萩
市
、
周
南
市
の
３
会
場
で
実
施
し

て
お
り
、（
第
４
回
を
除
く
）
現
在
の
受
講
者
数
は
、

約
１
４
０
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
受
講
者
同
士
も
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
き
て
お
り
、毎
回
楽
し
く
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

各
講
座
の
内
容
及
び
日
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
全
４
回
の
講
座
を
す
べ
て
修
了

さ
れ
た
者
に
は
、
閉
講
式
に
て
、
山
口
県
知
事
名

の
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
講
座
の
み
の
参

加
も
可
能
で
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
老
連
事

務
局
ま
で
、御
連
絡
く
だ
さ
い
。

取
組
③

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進

 
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
実
施

【
養
成
講
座
の
内
容
】

第
１
回
（
開
講
式
）

　

テ
ー
マ　

 

今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
役
割
を
理
解
し
よ
う

　

講　

師　

医
師　

医
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　

山
口
大
学
大
学
院
助
教

 

長
谷　

亮
佑　

氏

第
２
回

　

テ
ー
マ　

 「
通
い
の
場
」
づ
く
り
の
重
要
性
を
学
ぼ
う

　

講　

師　

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学　

名
誉
教
授

 

和
田　

敏
明　

氏

第
３
回

　

テ
ー
マ　

 

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
先
進
事
例
を
学
ぼ
う

　

講　

師　

大
阪
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

 

会
長　

大
塚　

保
信　

氏

　

報
告
者　

愛
知
県

　
　
　
　
　
　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
宮
津
山
田
達
者
会

第
４
回
（
閉
講
式
）

　

テ
ー
マ　

 

生
涯
元
気
！
高
齢
期
の
身
体
機
能
と
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
視
点
を
学
ぼ
う

　

講　

師　

順
天
堂
大
学　

名
誉
教
授

 

武
井　

正
子　

氏

【各会場の日程】

宇部会場 萩会場 周南会場

第１回
10月13日㈮
13:30～16:00

10月３日㈫
13:30～16:00

　９月27日㈬
13:30～16:00

第２回
11月１日㈬
10:30～14:30

10月31日㈫
10:30～14:30

11月　２日㈭
10:30～14:30

第３回
12月12日㈫
10:30～14:30

11月28日㈫
13:30～16:30

11月29日㈬
10:30～14:30

第４回
12月15日㈮
10:30～15:00

【
講
座
に
関
し
て
の
問
合
せ
先
】

　

一
般
財
団
法
人

　

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

事
務
局

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
３
―
９
２
４
―
２
８
３
８

済済
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「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
組
に
つ
い
て

　

昭
和
59
年
「
敬
老
の
日
」
に
感
謝
す
る
行
事
と
し
て
、
神
奈
川
県
・
横
浜
市
・
川

崎
市
で
始
ま
っ
た
「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）
は
、
各
地
の
会
員
に
共
感
と

賛
同
を
得
て
、
翌
年
に
は
、
全
国
10
数
県
に
広
が
り
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
は
全
国

運
動
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
で
も
昭
和
61
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
、今
年
度
で
32
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
、
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
体
と
な
り
、
県
内

全
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
、
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
の
５
つ
の
柱
で
あ

る
「
健
康
な
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
る
運
動
」「
仲
間
づ
く
り
活
動
」「
地
域
づ
く
り
参

加
活
動
」「
生
産
活
動
」「
協
働
と
連
携
」
を
シ
ン
ボ
ル
的
な
実
践
活
動
と
し
て
、
多

世
代
、
地
域
団
体
、
教
育
機
関
等
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
緑
化
、
美
化
、
資

源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
活
動
を
中
心
に
、
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
９
月
20
日
に
は
、
県
内
19
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
１
、０
２
９
単
位

ク
ラ
ブ
で
約
１
９
、０
０
０
の
会
員
が
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
、
婦
人

会
、
子
供
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
消
防
団
等
約
３
、４
０
０

人
の
会
員
以
外
の
参
加
も
あ
り
、
道
路
、
海
岸
、
公
園
、
神
社
、
公
民
館
等
の
清
掃
、

除
草
、
空
き
瓶
、
空
き
缶
の
収
集
に
残
暑
の
中
ケ
ガ
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、社
会
奉
仕
の
日
に
あ
た
り
、県
知
事
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
日
、
県
下
全
域
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
、「
社
会
奉
仕
の
日
」
と

し
て
全
国
一
斉
の
環
境
美
化
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
の
推

進
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
は
じ
め
、
健
康
づ
く
り
や
交
通
安
全
運
動

な
ど
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
地
域
福
祉
の
充
実
や
地
域
の
活
性
化
に
格
別
の
御
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
全
国
第
４
位
と
な
る
本
県
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
私
は
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支

援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
や
社
会
貢
献
活
動
の
一
層
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
に
よ
る
地
域
支
え
あ

い
活
動
な
ど
、
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の
取
組
を
積
極
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

本
日
の
活
動
を
契
機
と
し
、
皆
様
方
が
自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
を
通
じ
、
地
域

の
方
々
が
互
い
に
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
の
中
核
と
し
て
シ
ニ
ア
・
パ
ワ
ー
を
大

い
に
発
揮
さ
れ
、
地
域
活
力
の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
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て
い
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
の
秋
、
明
治
１
５
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
や
ま
ぐ
ち
未
来
維
新
」
の

中
核
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
山
口
ゆ
め
花
博
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
知
恵
・
技
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
フ
ェ
ア
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
積
極
的
な
御

参
加
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
今
後
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
激
励
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
29
年
９
月
20
日

 

山
口
県
知
事　

村　

岡　

嗣　

政

活
動
の
様
子
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宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　

上　

田　

和　

彦

　

６
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
に
広
島
県
呉
市
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
に
、
中
国
・
四
国

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
２
６
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
山
口
県
よ
り
17
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
の
な
か
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
変
え
た
ら
会
員
数
が

増
え
た
こ
と
、
ま
た
、
別
の
発
表
で
は
、「
若
手
会
員
」
が
会
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
勧
誘
も
「
老
人
じ
ゃ
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
の
で
は
…
と
考
え
ま
す
。

　
「
老
人
」こ
の
２
文
字
に
少
々
抵
抗
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
言
葉
よ
り
も「
年

齢
を
重
ね
る
」
と
の
言
葉
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
「
老
い
」
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
、「
老
い
」
と
闘
い
な
が
ら
生
活
し

て
い
く
わ
け
で
す
が
、
年
齢
を
重
ね
「
人
生
の
先
輩
」
と
言
わ
れ
る
存
在
で
あ
り
た

い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

 

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　

惠　

本　
　
　

元

　

私
が
、
今
回
の
研
修
会
で
興
味
を
持
っ
た
の
は
「
基
調
報
告
」
及
び
「
総
括
・
ま

と
め
」
で
二
人
の
講
演
に
お
い
て
両
者
共
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て
」
の
内
容
で
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
重
度
な
要
介
護
状
態
と

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
事

が
出
来
る
様
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
実
現
で
あ
り
ま
す
。

　

要
す
る
に
中
学
校
校
区
ク
ラ
ス
の
単
位
で
の
小
さ
な
町
づ
く
り
の
感
覚
で
す
。
こ

こ
に
最
初
に
述
べ
た
、
目
的
を
網
羅
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
こ
で
我
々
に
大
事
な
こ
と
は
、
我
々
に
何
が
出
来
る
か
と
い
う
事
で
す
。

　

我
々
老
人
と
言
わ
れ
て
い
る
年
代
に
は
潜
在
的
に
大
き
な
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。

積
極
的
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
一
番
簡
単
に
誰
で
も
、

今
す
ぐ
大
き
く
貢
献
で
き
る
事
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で
す
。

開会式

講演
「呉の元気を発信する大和ミュージアム」

第３分科会
がんばる！若手委員会

第２分科会
担おう！地域づくりを

第１分科会
のばそう！健康寿命
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グラウンドゴルフ練習中

　

北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会
（
会
長
：
田
中
孝
雄
）
は
会

員
70
人
で
、
３
７
５
戸
、
人
口
１
、０
０
０
人
、
高
齢

化
率
約
37
％
の
一
戸
建
て
住
宅
敷
地
内
に
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
で
す
。

　

町
内
自
治
会
館
広
場
に
平
成
25
年
５
月
に
10
㎡
の
プ

レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
と
サ
ロ
ン
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

当
初
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
す
る
人
達
の

主
体
的
な
サ
ロ
ン
活
動
で
し
た
が
、
今
で
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
や
ら
な
い
人
達
も
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

新
町
サ
ロ
ン
の
特
徴
は
サ
ロ
ン
の
開
始
前
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
で
、
男
性
の
参
加
が
多
く
、

女
性
役
員
が
淹
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
の
情
報

交
換
と
お
し
ゃ
べ
り
で
す
。

　

日
常
の
な
に
げ
な
い
会
話
か
ら
会
員
の
方
の
健
康
や

困
り
ご
と
な
ど
把
握
し
て
、
自
治
会
・
や
す
ら
ぎ
会
が

協
働
し
て
活
躍
し
て
い
る
「
サ
ポ
ー
ト
隊
」
の
活
動
に

い
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
に
３
回
の
サ
ロ
ン
の
継
続
の
秘
訣
は
、
会
長

の
思
い
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
、
お
し
ゃ
べ
り
タ

イ
ム
に
出
さ
れ
る
お
菓
子
と
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー

を
淹
れ
て
く
れ
る
女
性
役
員
の
や
さ
し
さ
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
好
き
な
時
間
に
行
け
る
の
も
会

員
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
こ
と
な
の
で
は
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
を
避
け
る

た
め
に
、
会
員
、
非
会
員
に
関
わ
ら
ず
「
ち
ょ
っ

と
寄
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
」「
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

で
い
き
ま
せ
ん
か
」
等
の
声
か
け
を
し
て
門
戸
を

広
く
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

北迫新町やすらぎ会
（新町サロン）

●活動開始年月／平成25年５月
●参加場所／宇部市北迫新町
　自治会館広場／プレハブハウス
●参加費／無料
●サロン参加数／10人から15人
●サロン活動日／月・水・土
●活動時間／
　午前９時から10時まで
　グラウンドゴルフ練習
　午前10時から11時半まで
　サロン活動
●代表者／田中孝雄

新町サロン

おしゃべりタイム

サロン紹介
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わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ 

〜
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
〜

 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．❷　

美
祢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

美
祢
市
は
、
山
口
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
厚
保

栗
・
秋
芳
梨
・
美
東
ご
ぼ
う
等
、
特
産
物
が
た
く
さ
ん

あ
る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

美
祢
市
の
合
併
に
伴
い
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
美
祢

市
老
連
の
平
成
29
年
度
会
員
数
は
１
，
２
１
３
人
で
、

男
女
比
は
４
：
６
で
す
。
最
近
で
は
女
性
の
市
老
連
理

事
や
、
単
位
会
長
が
増
え
て
、
女
性
の
力
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

◇
主
な
活
動
◇

　

美
祢
市
老
連
で
は
会
員
の
健
康
増
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。こ
こ
で
市
老
連
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
…
…
年
２
回

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
…
…
…
…
年
１
回

　

こ
の
二
つ
の
大
会
は
、
10
人
の
ス
ポ
ー
ツ
運
営
委
員

が
大
会
の
準
備
、
運
営
を
し
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
（
年
１
回
）
は
、
毎
年
趣

向
を
変
え
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

特
に
、「
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
」
が
と
て
も
好
評
で
、
３

年
連
続
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

奉
仕
活
動
に
お
い
て
は
、
各
単
位
と
地
域
の
関
係
団

体
が
協
力
し
合
い
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

★所在地
美祢市大嶺町東分320番地１

★会員数
1,213人（平成29年４月１日現在）

★単位クラブ
34クラブ

★老連設立(発足）年月日
平成21年９月発足

★高齢化率　39.8％

★会長　河村　達丸

美祢市老人クラブ連合会

ふうせんバレー

シリーズ

ゲートボール大会

グラウンドゴルフ大会

社会奉仕の日

　

年
々
会
員
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
現
状
は
、
美
祢

市
老
連
を
は
じ
め
各
単
位
会
役
員
も
危
機
感
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
実
質
会
員
数
を
プ
ラ
ス
に
も
っ
て
い
く
こ

と
が
な
か
な
か
で
き
ず
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

「
仲
間
を
ふ
や
そ
う　

声
か
け
運
動
」

　

こ
れ
は
、
美
祢
市
老
連
の
重
点
目
標
で
あ
る
会
員
増

強
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が

友
人
知
人
に
声
を
か
け
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ 

〜
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
〜

 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．❸　

周
防
大
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
久
賀
支
部

　

周
防
大
島
町
老
連
は
、
大
島
、
橘
、
東
和
、
久
賀
の

４
地
区
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

町
全
体
の
会
員
数
は
28
年
度
末
で
３
、５
３
２
人
と

多
い
で
す
が
、
高
齢
化
率
が
町
全
体
で
は
50
％
を
超
え

て
お
り
、
自
慢
で
き
ま
せ
ん
。

◇
主
な
活
動
◇

　

主
な
大
き
な
活
動
は
総
会
及
び
、
ふ
れ
あ
い
の
集
い

で
す
。
こ
の
会
に
は
会
員
は
無
論
の
こ
と
非
会
員
の
人

の
参
加
も
自
由
で
す
。
総
会
で
は
５
年
間
と
10
年
間
の

役
員
等
で
活
躍
し
た
人
の
表
彰
や
決
算
・
予
算
の
報
告

な
ど
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
養
講
座
も
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
周
防
大
島
町
健
康
増
進
課
の
保
健
師
、
行
田

美
穂
氏
に
よ
る
「
い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
つ
た
め
に
」

の
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
集
い

で
は
、
保
育
園
児
に
よ
る
演
技
、
山
村
流
舞
踊
、
童
謡

を
歌
う
会
の
合
唱
、
天
平
筝
・
大
正
琴
の
演
奏
が
あ
り
、

会
場
の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

一
泊
ま
た
は
、
一
日
研
修
旅
行
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位

ク
ラ
ブ
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
奉
仕
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
実
施

し
て
お
り
、
中
に
は
７
月
と
９
月
の
２
回
や
っ
て
い
る

ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

　

児
童
の
通
学
時
の
「
見
守
り
活
動
」
は
年
間
を
通
し

て
実
施
し
て
お
り
、
小
学
校
や
町
民
の
方
々
か
ら
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
賀
小
学
校
・
中
学
校
・
大
島
高
校
久
賀
校
舎
合
同

で
、
地
震
に
よ
る
津
波
を
想
定
し
た
高
台
へ
避
難
す
る

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
危
険
な
個
所
を
中
心
に
見
守
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
ど
焼
き
大
会
に
は
全
面
的
に
協
力
し
、
男
性
は

会
場
の
設
営
、女
性
は
「
ぜ
ん
ざ
い
」
や
「
七
草
が
ゆ
」

の
接
待
を
し
て
い
ま
す
。

★所在地
大島郡周防大島町大字久賀5058　久賀総合センター内

★会員数
557人（平成29年４月１日現在）

★単位クラブ
13クラブ

★老連設立(発足）年月日
昭和42年４月１日発足

★高齢化率　47.7％

★会長　竹本　三千之

周防大島町老人クラブ連合会
久賀支部

童謡を歌う会の合唱

シリーズ

一日研修旅行
平生町の人間魚雷

「回天」の見学（13単位クラブ）

社会奉仕の日　椋野公民館の剪定と除草
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高
齢
者
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
つ
い
て

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
は
、
交
通
安
全
県
民
運

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

各
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
交
通
安
全
運
動

期
間
中
、交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
そ
な
え
て
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
会
員
有
志
で
運

転
手
に
配
る
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
製
し
、
八
幡
宮
で
安
全

祈
願
の
お
祓
い
を
受
け
て
か
ら
警
察
署
に
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
警
察
官
の
指
導
の
も
と
、
交
通
安
全
協

会
、
地
区
内
各
団
体
、
高
校
生
と
一
緒
に
な
っ
て
、
運

転
手
に
「
交
通
事
故
ナ
シ
」
の
「
梨
」
と
一
緒
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
小
郡
支
部
で
は
、
運
転

免
許
証
を
持
っ
て
い
る
高
齢
者
に
は
実
践
を
通
し
て
、

交
通
安
全
指
導
と
定
期
診
断
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

岩
国
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
交
通
安
全
協
会

開
催
の
、
ク
イ
ズ
を
交
え
た
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
「
交
通
安
全
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
内
で
発
生
す
る
人
身
事
故
件
数
の
死
者
数
の

約
５
割
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
を
取
り

巻
く
交
通
環
境
は
非
常
に
き
び
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
で
交
通
事
故
「
ゼ
ロ
」
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
財
団
法
人
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
交

通
安
全
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◎ 

毎
月
１
日
（
４
月
と
１
月
は
８
日
）
は
「
県
民
交
通

安
全
の
日
」

◎
毎
月
15
日
は
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
日
」

山
口
県
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

 

住
み
よ
い
山
口　

い
つ
も
心
に　

交
通
安
全

マスコット配布

講習会

通学時見守り
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「高齢者向け体力測定」関連教材
＊ハンドブック　１冊520円　税・送料込み（Ａ４判 40ページ）
　 　測定の目的、方法（６種目）、実施上の留意点、結果の
読み取り方の解説、よくある質問と回答（Ｑ＆Ａ）など
を掲載したハンドブックです。

＊ 体力測定手帳　１冊240円　税・送
料込み（Ａ５判　16ページ）

　 　測定の目安である半年に１度の結
果を３年分まとめて記録できる手帳
です。

「健康ウォーキング」関連教材
＊ハンドブック　１冊520円　税・送料込み（Ａ４判 30ページ）
　 　いつもの“歩き”を「健康ウォーキング」に変える入門書。
その効果や歩き方、安全に歩くための準備、各地の取り
組み事例、記録手帳の使い方など、役立つ情報が満載の
ハンドブックです。

＊ 記録用手帳　１冊240円　税・送料
込み（Ａ５判　18ページ）
　 　１年365日、毎日の歩数が記録で
きる手帳です。ポイント地図やウォー
キング行事の記録も記載できます。

「いきいきダイアリー」
＊１冊280円　税・送料込み（Ａ４判 20ページ）
　 　ダイアリーには、12ヶ月分のチェックシートをはじめ
10項目の解説、年間予定表を書き込むページが掲載され
ています。閉じこもりがちな高齢者、高齢で活動の参加
が少なくなっている仲間や、友愛活
動やサロン活動、健康づくり・介護
予防活動、そして新地域支援事業に
おける地域支え合い活動などの対象
となる方々の、いきいきとした毎日
を応援する教材です。

「いきいきクラブ体操」関連教材
＊ＤＶＤ１枚　2,280円、税、送料込み
　 　「立ってする体操」「椅子に座ってする体操」に加え、「応
用編」（タオル利用）を映像で収録しています。

＊ＣＤ１枚　1,050円、税、送料込み
　 　体操用オリジナル曲の音楽ＣＤで
す。Ａ面は音楽のみで「普通」「速い」
「ゆっくり」の３つのテンポ、Ｂ面
は掛け声つきで「立ってする体操」「椅
子に座ってする体操」を収録してい
ます。初心者の方、高齢の方は「ゆっ
くり」したテンポがおすすめです。

全老連発行教材の紹介

ご注文は、山口県老人クラブ連合会まで 電話番号 083－924－2838／ファックス 083－928－2387

全国共通の“仲間のしるし”会員章
会員章を胸に活動の輪を広げましょう

●末広鶴と日の丸
　 鶴（高齢者）が両翼を扇（末広）状に広げて、日章（日本）を担っている図。
高齢者の歩みは、わが国を守り、家庭生活を支えて、地域社会に寄与する高齢
者を表す。なお、両翼の張り出しは、高齢者の衰えぬ活動意欲を象徴する。
●色彩
　内側の円（日章）が赤。外側の鶴が白。外周線を金色とする。

会員章は老人クラブのシンボル

１口　1,000円

ご注文は、山口県老人クラブ連合会まで
電話番号083－924－2838／ファックス083－928－2387

会員章実物大
縦13ｍｍ
横18ｍｍ
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きららシニア山口「憩いの家」指定施設
施　　設　　名 料金（単位:円） 備　　　考

（サービス料・税等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒753-0056
山口市湯田温泉４-５-2
電話 083-922-7000　FAX 083-922-7007

個人 2,300 10,000
サービス料込・税別
送迎…無

団体 2,100
（16人以上）

9,000
（15人以上）

かんぽの宿 湯田
〒753-0064
山口市神田町１-42
電話 083-922-5226　FAX 083-922-5227

個人 500 500
引き

税込
送迎…15人以上は無料
ゴールデンウィーク、盆、年末年始等は除外
「かんぽの宿利用提携カード」の提示をお願いします。

かんぽの宿 光
〒743-0005
光市室積東ノ庄31-１
電話 0833-78-1515　FAX 0833-79-1279

個人 400 500
引き

税込
日帰り宴会…500円引き
《3,800円以上のプラン利用》
入浴・施設利用…20％引き
「かんぽの宿利用提携カード」又は、県老連発行の「協
定施設利用提携カード」の提示をお願いします。（「協
定施設利用提携カード」１枚で同伴者全員可能です。）

きのえ温泉ホテル清風館
〒725-0402
広島県豊田郡大崎上島町沖浦1900
電話 0846-62-0555　FAX 0846-62-1070

個人 - 10,000 税別、入湯税150円別
休前日は、2,000円アップになります。
送迎…15人以上は無料 島内（明石・垂水・白水・天
満港の往復）
正月・ゴールデンウィーク・盆は除外
申込み時に、老人クラブ会員であることを伝えてく
ださい。

団体 - 9,000
（15人以上）

長崎ブルースカイホテル
〒852-8007
長崎市江の浦町18-１
電話 095-861-6411　FAX 095-861-2531

個人 - 7,000
サービス料・税込
送迎…８人以上は無料
《長崎駅⇔ホテル》
送迎付プラン有
11～14人　16,500円 ］山口まで送迎付き15～21人　15,000円　
各種特典付きについては、お問い合わせください。

団体 - 6,480
（８人以上）

※料金の区分「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※「憩いの家」指定料金は、一般客の利用料金より割引になっています。



発行／一般財団法人山口県老人クラブ連合会〔きららシニア山口〕事務局　〒753‒0072 山口市大手町９番６号　電話（083）924‒2838　FAX（083）928‒2387


